
                  第３学年図画工作科学習指導案 

                                     指導者  川 村 ちひろ 

Ⅰ 題材名  光と色のファンタジー 

 

Ⅱ 単元の指導構想 

 １ 学習指導要領に示されている指導目標及び内容 

 （１）指導目標について 

  第３学年及び第４学年の目標は，「（１）進んで表現したり鑑賞したりする態度を育てるとともに，つくりだ

す喜びを味わうようにする。」，「（２）材料などから豊かな発想をし，手や体全体を十分に働かせ，表し方を工夫

し，造形的な能力を伸ばすようにする。」「（３）身近にある作品などから，よさや面白さを感じ取るようにする。」

である。 

また，この目標を受けて，指導内容が A 表現（２）のア「感じたこと，想像したこと，見たことから，表した

いことを見付けて表すこと。」，「イ表したいことや用途などを考えながら，形や色，材料などを生かし，計画を

立てるなどして表すこと。」「ウ表したいことに合わせて，材料や用具の特徴を生かして使うとともに，表し方を

考えて表すこと。」，B 鑑賞の（１）のア「自分たちの作品や身近な美術作品や製作の過程などを鑑賞して，よさ

や面白さを感じ取ること。」と構成されている。本題材は，これらの目標と内容を受けて設定したものである。 

 

 ２ 題材について 

＜教材について＞  ＜題材の目標及び評価規準＞   ＜目指す子どもの姿＞ 

 本題材は，色セロハンを通した光

が，トレーシングペーパーによって

やわらかく美しい感じになることを

知り，光と影の美しさを生かした飾

りをつくる内容である。 

はじめに空き箱等にトレーシング

ペーパーを貼ってスクリーンをつく

る。次に，片面段ボールや厚紙で好

きな形を作り接着する。その上に光

の効果を考えながら色セロハンをつ

けたり，いくつかのセロハンを組み

合わせたりする。光を透すことで，

微妙に変化する色の柔らかさや美し

さ，面白さを感じながら表現を高め

ていく。 

 したがって，本題材は子どもが材

料の特徴を生かしながら，自分の表

したいことを試したり，色や形をも

とに対話的鑑賞を行ったりすること

ができる題材であると考える。 

 

 

 

関 

・ 

意 

・

態 

色セロハンと半透明の紙

がつくり出す光と影の美し

さを生かして，楽しんでい

る。 

 

今次研究の目指す子ども像 

①友達とかかわりながら自他の表現を見直

して，②互いのよさを認め合うとともに，

③それによって広げた想の中から，自分に

とって合うものを選ぶなどして，④自分の

思いを色や形でよりよく表現をする子ど

も。 

＝この題材で目指す対話的鑑賞の具体の姿＝ 

①友達と進んで見たり,聞いたり,話し

たりしている。 

見てみてきれいな色ができたよ。 

どれどれ。本当だあたたかい感じだね。 

この形はどうやってつくったの。 

カッターで切るのがうまくいったよ。 

 

②よいところ,面白いところを見付け

て,伝え合っている。 

～さんの形がいいね。大発見だ。 

こんなやり方もあるんだ。 

セロハンを重ねたんだね。まねしたいな。 

〇〇の形に見えるね。やり方を教えて。 

 

③④対話的鑑賞から得たヒントを自分

の作品に取り入れたり,自分のやり方

を決めながら,表現をし続けている。 

～さんからヒントをもらったよ。 

さらに工夫できそうだ。 

やっぱりぼくは,このやり方がいい。 

うまくできた！自信作だ。 

発 

想 

・

構

想 

 紙テープや色セロハンの

形や色の組み合わせを選び，

つくり方や構造を考える。 

 

 

創

造

的

な

技

能 

 気に入った感じになるよ

うに，材料を試したり，用具

の使い方に慣れたりしなが

ら工夫してつくる。 

 

 

鑑

賞

の

能

力 

 自分や友達の発想のよさ

や,違いを見付けたりしなが

ら，共感して見たり,自分の

表現をよりよくしようとし

ている。 



＜復興教育（３つの教育的価値）との関連＞ 

１ 生命の大切さや心のあり方について【いきる】「③【価値ある自分】」との関わり 

 対話的鑑賞を通して，自分の思いを表現し開示すること（見る，聞く，話す）の喜びを積み重ねていく。また，

互いに認め理解し合ったり，アドバイスし合ったりすることで，自分が必要とされていること，自分がのびのび

と生活できる居場所があることを確かめることができるようにする。 

２ 人の絆の大切さについて【かかわる】「⑨【仲間や地域の人々とのつながり】」との関わり 

 表現の過程においては，喜び，感動，発見，成功などの経験・感情と，悩み，失敗，迷いなどの経験・感情が

つきものである。その際に，友だちとかかわることで，喜びが何倍に膨らんだり,ヒントをもらい悩みが解決した

りする。仲間とともに学ぶすばらしさを,学級全員で共有できるような対話的鑑賞を目指していく。 

 

 ３ 学習の系統（関連と発展）  

  

 

 

 

 

 

 ４ 指導計画及び評価規準 

時

間 

段 階

（分） 

おもな学習内容と【評価規準】 対話的鑑賞のポイントと内容 指導上の留意点 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着想 

（15分） 

 

 

 

発想 

（20分） 

 

 

 

 

 

 

 

構想 

（20分） 

 

 

 

 

 

（１）色セロハンの透明感ある

色彩を感じる。 

（２）半透明のトレーシングペ

ーパーを通した,色セロハンの

色彩と出会う。 

（３）途中の作例を鑑賞し,活

動の方向性を見通す。 

【関】光の透かし具合をいろい

ろと試しながら材料とのかか

わりを楽しんでいる。 

【鑑】参考作品に関心をもち，

美しさなどの特徴に気付き，よ

さを味わっている。 

 

（４）試しながら色セロハンや

形の組み合わせを考え,つくり

たいものをイメージする。 

【発】材料の特徴を生かしなが

ら，つくりたいものを考えてい

る。 

・色セロハンやトレーシングペー

パーの特徴（透明,半透明,光を透

した時の美しさ,重ねた時の色具

合の違い）を実感させる時間を十

分に設定する。 

・仕組みを理解させる。 

①切る。 

②接着する。 

③組み合わせる。 

④飾る。 

 

 

 

 

・おおまかなイメージの交流 

・扱う材料の様々な組み合わせ方 

 

 

 

 

◆題材との出会わせ方を工夫

する。 

・いろいろな色の色セロハン

を蛍光灯や窓に貼り,教室が

色で染められた空間に変身さ

せておく。 

◆作例は完成品ではなく,活

動の可能性を子ども自ら考え

られる余地を残すようなもの

を用いて,見せ方を工夫する。 

 

 

 

 

◆適宜友達との交流の場を設

け,つくりたいもののイメー

ジをはっきりさせていく。 

◆用具の扱い方の習得 

・カッター,接着 

 

 

表現 
（１８０分） 

 

 

 

 

 

 

（５）完成までの道のりを知

り,用具の使い方に慣れる。 

 

完成までに鑑賞する観点をはっ

きりさせる。 

①窓の形 

②模様の色具合・形 

③テーマ（題名） 

④飾る場所  

 

◆環境構成を工夫する。 

・材料,用具のコーナー（色セロハ

ン,空き箱,トレーシングペーパー ,片面段ボール ,

カッター,カッターの替え刃,接着剤） 

・資料コーナー（作品の基本的なつく

り方,学習計画） 

・トレーニングコーナー 
（カッターや接着の仕方を練習する） 

２年 １学期 

ゆらゆら ウキウキ（工） 

（つくった紙テープのつなぎ方

を工夫して，すきな場所に飾る。） 

４年 ２学期 

つるをつかって（工） 

（つるのつなぎ方を工夫して，飾

るものをつくる。） 

３年 １学期 

光と色のファンタジー 



３ 

 

 

 

４ 
本時 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鑑賞 
（３５分）  

（６）箱の窓枠の形や,色セロ

ハンの配色などを考え,材料を

選び,工夫してつくる。 

表現① 

・思いや願いに沿って,試行錯

誤しながら表現活動を行う。 

対話的鑑賞 

 

表現② 

・自分の思いをよりよく表現を

する。 

【創】材料の組み合わせを工夫

しながら，自分の表したいこと

を効果的に表現している。 

 

【鑑】友達の作品や参考作品か

ら，よさを学んでいる。 

（７）窓に飾って透かし,互い

の作品のよさに気付く。 

 

 

 

 

 

 

鑑賞の観点 

・色セロハンの大きさ，重ね方,

色具合 

・片面段ボールの形 

・作品のテーマ（〇〇の感じ，〇

〇に見える） 

 

 

 

 

 

鑑賞の観点 

・振り返りカードを活用し,自己の

活動の変容（上手にできたところ,

上手にできるようになったこと）

をまとめる。 

 

 

 

◆いきつもどりつの学習活動

を推奨する。 

・途中途中で,光にかざしたり,

友達と見合ったりして ,色具

合を確認しながら活動させ

る。 

 

◆作品出来映えだけではな

く,製作過程の評価を大切に

する。 

 

 

 

 

◆自他のよさを認め合えるよ

うに,全員の作品を並べて集

合させた時の美しさを味わう

時間を設ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ 本時の指導構想                                  

 １ 本時の指導  

 

今次研究の目指す子ども像 

①友達とかかわりながら自他の表現を見直して，②互いのよさを認め合うとともに, ③それによって広げた想の中から，自分

にとって合うものを選ぶなどして, ④自分の思いを色や形でよりよく表現をする子ども。 

 

＝本時の授業で目指す子どもの具体の姿＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝本時の授業像＝ 

                   

 

 

 

過程 研究の手立て 

終末 
観点に基づいて学びの過程を振り返り,評価をする 。 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入 

対話的鑑賞の観点をはっきりさせる 
◆ 色セロハンの形や色の組み合わせ（大きさ,重

ね方,色具合,貼り方，構造） 

 

想を広げながらよりよい表現をする子ども 

 

①友達と進んで見たり,聞いた

り,話したりしながら表現して

いる。 

見てみて。どれどれ。 

見せて見せて。いいよ。 

きれいな色ができたよ。 

本当だあたたかい感じだね。 

この形はどうやってつくったの。 

セロハンの大きさをかえてみた

よ。 

 

②色セロハンの重ね方や,色具

合,材料の組み合わせ,接着の仕

方などのよいところ,面白いと

ころを見付けて,伝え合ってい

る。 

～さんの形がいいね。大発見だ。 

こんなやり方もあるんだ。 

セロハンを重ねたんだね。まねし

たいな。光を透してみていい？ 

〇〇の形に見えるね。やり方を教

えて。ぼくにもできそう。 

 

③④対話的鑑賞から得た色や形

に材料関わるヒント基に,自分

のイメージに合った表現方法・

材料・技法等を選びながら,自分

つくりたいものをよりよい表現

をし続ける。 

最初は～だったけれど,～さんから

ヒントをもらって,うまくできた。 

おかげでさらに工夫できそうだ。 

やっぱりぼくは,このやり方がいい。 

ぼくの自信作だ。 

子どもが相互に自分の表現を開き，見たり聞いたり話し合ったりする「対話的鑑賞」を通して，互

いに想を広げながら自分の思いの実現に向けよりよい表現をする授業。 

 

 

想
を
広
げ
な
が
ら
よ
り
よ
い
表
現
を
す
る
子 

 

 

表現① 

表現② 

対話的鑑賞 

自分の表現を省みながらさらに表現する 
◆ 対話的鑑賞をに，自分の表現や表現にい

たるまでの行為を深く考え,再度自分らし

い表現をする。 

観点に基づいて表現をする 

◆  思いのままの表現，試行錯誤 

観点に基づいて対話的鑑賞をする 
◆ 自分の表現の開示,友達のよさの発見 

  ※対話的鑑賞の具体例は,上記の具体 

的な子どもの姿 

子どもの姿①～④ 



 ２ 目標 

 ・自分の構想に従い，材料の組み合わせをしたり，正しく用具を扱ったりして，工夫してつくることができる。

【創造的な技能】 

 ・友達との対話的鑑賞を通して，自他の作品のよさや面白さを味わう。         【鑑賞の能力】 

 ３ 展開【４５／１８０】（本時は，表現段階２時間目） 

段階 学習活動 時間 研究にかかる具体的な手立て 留意点（準備

等） 

導 

入 

１ 本時の課題をつかむ。 

 

 

５分 ◆鑑賞の観点をはっきりさせる。 

色セロハンの形や色の組み合わせ

（大きさ,重ね方,色具合,貼り方，

構造） 

・板書等への位置づけ 

・具体的資料の提示 

（セロハンの貼り方等） 

 

・前時までに製

作した作品 

展 

開 

２ 自分のつくりたいものに合った材料

を選び，つくり方を工夫してつくる。 

（表 現①）。  

思いのままの活動 試行錯誤 

 
 
 
 
３ 対話的鑑賞をする。 
 
 
 
 
 
４ 自分の表したい感じをいろいろな方

法を使って表現する（表 現②）。 

 
 

10分 

 

 

 

10分 

 

 

 

 

 

 

10分 

◆観点を意識させながら表現をさせる。 

・光と影の美しさがでるように，

材料の組み合わせを試みる活動

を促していく。 

・教師の投げかけ 

「どんどん試してみよう。」 

・子どもの声の引出し 

「うまくいっているかな？」 

 

◆互いの作品を見て、感じ取ったことを話し合わせる。  
 ・友達の表現や発想から感じたことを自分

の言葉に置き換えて，伝えることができ

るようにする。    

（驚き・発見・新たな気付き） 

 

 

 

 

◆ 自分の表現を省みながらさらに表現させる。  

・対話的鑑賞で得た表現の中から，自

分のつくりたいものに合った表現を

選ばせ，さらによりよく表現できるよ

うに促す。 

 

・道具の準備 

【セロハン，はさ

み，接着剤，トレ

ーシングペーパ

ー，カッター，カ

ッターマット，片

面段ボール】 

 

・用具の安全指導

の徹底 

 

・子どもの表現の

手助けとなる

ように、場の設

定を工夫する。 

①机の配置 

②ヒントコーナ

ー 

・これまでの学習

の紙板書 

終 

末 

５ 振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 後片付けをする。 

10分 ◆ 学びの成果・課題・変容を自覚させる。 

・導入での観点に沿って 

自分の自慢の形や色は～ 

・変容のきっかけ 

誰のどの表現を見て～ 

 

 

 

◆次時への意欲につながるように，声

がけをする。 

「次の時間は，どんなことをやってみ

たいですか。」 

 

セロハンを使って，すてきな色を見つけよう。 

評 価※Ｐ６２参照 

評 価※Ｐ６２参照 


